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 先輩の話を聞く会 
   

  平成 29年 3月 5日にアフターケアひかり SSTとして 

「先輩の話を聞く会」を実施しました。2名に話を聞きました。 

 残念ながら日程の関係で参加者は高校生 4名でしたが、 

「先輩の話」は具体的で、切実な話でした。彼らがたくましく生

きている様子がわかり、職員が逆に励まされるようでした。 

 ・社会に出たとき、トイレットペーパーを買うことさえも知らなかった 

 ・貯金していなければ、友人の結婚式にも行けない 

 ・成人式の振袖の準備を自分でしなければならなくて苦労した 

 ・仕事がしんどかったり、意地の悪い上司がいても、当たり前のことだ 

  と考えている。辞めようとは考えたこともない 

 ・親を恨んだことはない。考えても仕方のないことと思う 

 ・周りに「ありがとう」「ごめんなさい」が言えることが大事 

 

平成 29年度に行う SSTいっぽの最終回「先輩の話を聞く会」で再び話をしてもらう予定です。 

 

 

 

 

平成 28年度 退所児童等支援事業 全国セミナー 

 平成 29年 3月 10日、全国社会福祉協議会主催「退所児童等支援事業全国

セミナー」に参加するため、東京に日帰り出張しました。セミナーでは乳児

院、里親、ファミリーホーム、児童家庭支援センタ

ー、母子生活支援施設、情緒障害児短期治療施設、

児童自立支援施設、自立援助ホーム、NPO法人フェ

アスタートと多岐にわたる施設等の発表がありまし

た。 

 児童アフターケアひかりとして、体系的に相談事

業を行う事の必要性に気づきました。今後具体化し

ていこうと思います。 

 


